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まんがで読む自動車史

エッセイコーナー

株式会社イベント工学研
究所｜北海道自動車情
報誌「カーピアCelhome
（セロム）」の編集・発行 

エッセイコーナー

カーピアセロムで好評の「エッセイコーナー」。朝倉 賢氏（日本放送作家協会北海道支部長）のエッセイを 

バックナンバーから毎月1篇ずつ抜粋して掲載していきます。

第8回（2006年4+5月陽春号より）

～さっぽろ・消えた町角～ 

 日本放送作家協会北海道支部長 朝倉 賢 

どうしてここに陸橋が？ 

 札幌の中心部から国道十二号線を車で走ると、豊平川を渡って一キロも行かないうちに陸橋を通過する。この橋、何

のためにここに架かっているのだろう。 

 

 陸橋は元々、道路や線路との立体交差のために作られるものだ。札幌市内で最初に作られた西五丁目の陸橋は、

鉄道線路で分断されていた街の南北をつなぐ最重要な橋だったが、鉄道線路のほうを高架にすることで、創成川上に

あった石狩街道の陸橋と一緒に撤去された。  

 

 消えた陸橋もあれば、新たに作られる橋やトンネルもある。車の増加や流れの変化によって、立体交差にも盛衰があ

る。 

 

 ところで、この白石の陸橋は何だろう。橋上から眺めたところ、別に線路があるわけでもなく、車が混雑している道と

交差しているわけでもない。五・六年前までは右手にがらんとした空地が見えていたほど、いわば取り残されたような

場所に陸橋があるという印象だった。だから撤去してしまえば、という話もあった。ただ撤去費用と工事中の国道の渋

滞を考えると、おいそれとはいかない事情にあるという。 

 

 実はかつて、千歳線がこの下を走っていた。千歳線は北海道の鉄道の大動脈。だからこそここに陸橋は必要だった

のだ。近くには東札幌という名の駅もあった。ローカル線の千歳線は札幌駅を出て豊平川を渡ると函館本線を離れて

右にまがり、十二号線をこえ、南郷通りを過ぎてから左に折れて東に向かっていた。東札幌・月寒・大谷地・上野幌（今

の駅の一キロほど西）の四駅があって、現千歳線につながっていた。跡地が今のサイクリングロードである。 

 

 戦前まで函館・本州への急行は小樽廻りだった。それが昭和三十六年に千歳線経由の初特急が走って以来、主役

の座はこちらに移った。そして複線化の進行にあわせ、昭和四十八年、今のルートになり新札幌駅が誕生した。線路

は消えたが、かつて千歳線がマイナーからメジャーに変わっていく様子を、この陸橋は一時期眺めていたわけだ。だか

らこの陸橋は北海道の産業遺産ともいえるかもしれない。 

 

 東札幌駅構内は今、国際的なコンベンションセンターになった。 

第7回（2006/2007年12+1月風将軍号より）

～さっぽろ・消えた町角～ 

 日本放送作家協会北海道支部長 朝倉 賢 

盛り場・北二十四条 

 札幌の盛り場といえば何と云ってもススキノ。ここは全国レベルだ。で、ほかにはと聞かれるとちょっと返答に困る。 

「―しいて上げればどこだろうね」と何人かに尋ねてみたら、「北二十四条かいわいかな」という返事が一番多かった。  

 

 「盛り場」と似た言葉に「繁華街」というのがある。盛り場というのは飲み屋さんを中心にした夜のにぎわいを感じさせ

るし、繁華街は大小の商店が集まる昼間の人出のイメージが強い。 

 

 戦前からある商店街と違って、昔は家もまばらな田園地帯だったのが、ここ数十年の間に市内屈指のにぎやかな街

に変貌したその代表といえば、繁華街としては新札幌、盛り場としては北二十四条かいわい、といって良いだろう。 

 

 その北二十四条かいわいの中核施設であるサンプラザがこの秋、設立二十周年になり、祝賀のパーティも行なわれ

た。ここは劇場、プール、結婚式などのパーティ会場や大小の会合の部屋、宿泊施設、レストランなどのある総合施

設。両隣りには北区役所もあって、いわば北区の顔の一つともいえる。北二十四条は夜だけじゃない、昼の顔だってし

っかりあるんだよ、という代表格だ。 
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